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Abstract

Mahakala called Gongboo and one of the main Tibetan Buddhism Guardian

Deity. Cause of doctrine, was been divided Sajarl Gongboo, wisdom Gongboo and

protector Gongboo gel. In the aspect main analysis from 12 tol7 century

doctrine of many wooden prints and here the author uses Tibetan Buddhism

virtuous order protector whom created Black Mahakala six arms and White

Mahakala six arms of religious successive history God features will be released.

Keywords • Tibetan Guardian Gongboo religious successive
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はじめに

本稿ではチベット仏教の護法尊を中心に調べていく。チベット仏経典によると、サーパーリ

ンーザン時代') (12世紀から17世紀）の木版文献では、マハーカーラ（大黒天のサンスクリット

語）の種類が多彩になり、この文献の作者はチベット仏教世界の重要な人物であり、活仏やラ

マ、カムポなどを論じた多くの貴重な経典が存在した。 とある◎この経典はインド仏教の伝播

と共にチベットボン教に接触し、増加してきたものではないかと思われる。

チベットと日本などの文献資料や図像を見ると、 日本、中国、ネパール、モンゴル、チベッ

トなどで同じ名称のマハーカーラでありながら、違った仏像であることがよくある。文化交渉

学の視点として分析すると、仏像自体は眼に見えるものばかりから判断するのではなく、仏像

の変容、地元で親しまれている図像などの変化、各宗教の儀式、修業、民間文化などの接触に

より、国、民族とは関係なく、地元の宗教の影響から生まれたものではないかと考える。

今回取り上げたいのはチベットコンポ（大黒天のチベット語）にある五色のコンポから、黒

コンポと白コンポの変容と神格について、 日本のチベット学者である田中公明氏「チベットの

仏たちjや、大島建彦氏『大黒天信仰』、笹間良彦氏「大黒天信仰と俗信』などの論考を比較し

ながら、チベット版『大蔵経』を中心にサーパーリンーザン時代の経典を利用し、チベットの

二種類のコンポの宗派と神格を伝えて来た人物の伝承と称賛、梵語などについて明らかにしたい。

チベット語の文献については筆者の日本語に訳したものを載せる。重要な称賛部分はチベッ

ト語をアルファベットで表す。またチベット語の経典原稿訳は筆者が行う。称賛部分には伝承

人物である高僧の灌頂に関する内容が述べられおり、伝承と称賛の特徴は同じ宗派の門流が伝

えられているからである。また「吉祥大黒八足讃」と「十方護神讃｣、 「大黒讃｣、 「大黒八道讃」

の漢文を読み比べてみると、内容が異なった部分があったため、筆者のチベット語原語訳を付

した。

1 ．チベットコンポ(MGONPO)とは

大黒とはチベット語でコンポ(mgonpo)と呼ばれ、仏教を「教える」と「守る」という二つ

の意味が込められている。チベットは高度に発展したインド後期大乗仏教の影響を受けつつ、

｢金剛頂経』系の密教も発展した。後期密教はツオカ時代2)の翻訳者リンチェンサンポ(956-1055)

1）サー時代はギョン・コンチュジャポ氏が1073年にサキャ寺を建立し、この宗派の門流はサキヤパと言わ

れる。パー時代はネドン県のパジードウジ・ジヤポ氏が1158年にテー寺を建立され、この時代はパジーパ

時代と言われる。 リンとザン時代は1480年から1642までの時代はリンー、ザン時代と言われる。詳細は「サ

ーパーリンーザン時代史」2008． 5月。 163頁～179頁。

2）オウサオー王子(Aodungs)の孫タシゼーパ(ngkr shesngregspa)の子供神子あるいはジュンデン
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が初訳したと考えられていた。しかし敦埠からチベット訳『密教集会jの第十七分までの写本

が発見されると、 リンチェンサンポ氏はチベットとインドの二つの宗教の橋渡しをするような

人物であると分かった。チベットのコンポに関する後期密教の文献がリンチェンサンポにより

訳されたことは『蔵伝仏教神明大全』にも書かれている。つまりチベットコンポの文型初訳に

も深い関係があると思われる。そこでサーパーリンーザン時代の経典資料、特に大黒天に関す

る経典を分析したところ、 12世紀～17世紀の僧侶の文献がかなり多いことがわかった。チベッ

トコンポの歴史の背景について、規定的な部分は今のところ見つけられない。しかし取り上げ

た文献から予想すると、その800年ほどの歴史から、交渉人物になるリンチェンサンポ氏はチベ

ットコンポに関する由来も考えたようである。最初のチベットコンポの源来と効能については

以下のように語っている。

発願退失，頭燗千塊，十方仏及衆生倣了無数善事，徒児，善哉。我等為妹作後盾。観音為

衆生倣了無数善事，以為完衆生，便於普陀山参禅而住，結果発現世間依旧。如是三次，決

定寂滅，誓願廃弛，頭破千塊。諸仏不僅使頭復原，而且加持十壱面。但価無済於事。観音

因想濁世衆生多滅多難，寿短病多，応尋我壱個短期内認財両旺，消除魔障的方法。従心間

放出蔚藍色的畔字，従畔字出現六臂智慧‘沽主（護法神之始)，来満足有情願望。諸仏加持夜

叉，閻摩敵，羅刹等也助枯主壱臂之力，共同護法3)。

上述の引用は『蔵伝仏教神明大全』のほか『宝源三百図解』にも記載されている。これを見

ると、仏教に関する護法尊などの起源は、宗教に対する利他や慈悲を目的にしたものであると

いってよいだろう。

2．黒コンポ一面六臂

チベットギュルー派の護法尊であるコンポの一面六臂種類は五つある。この宗派はチベット

仏教の世界では最も重要である。ギュルー派を創始したのはツオンカパ(Tsongkhpal357-

1419) という人物がである。彼はチベットアムドツオカという地域に生まれた文殊菩薩の化身

とも言われている。ギュルー派の寺院はチベット地域では最も多い。ここではチベットギュル

ー派の護法尊、黒コンポー面六臂の護法尊の図像を中心に追うこととする。

まずここでギュルー派と黒コンポに関する資料の内容を示す。

ギュルー派はチベットでは最も重要な宗派の一つで、戒律の修業中には結婚できず、煙草・

酒も禁止である。ギュルーの意味は善道と言われる。ほかにはギャデンパ(dgaldnpa)

(Khri lde、 997-1065)年かけてアムドツォンカ地域を支配された時代。

3）久美谷I吉多傑『蔵伝仏教神明大全」漢語版青海民族出版社、2004年、588頁。
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の名称もあり、黄色の帽子をかぶることで黄教ともいう。黒コンポー面六臂のタンカ （図

像）は16世紀から17世紀にかけて発展し、 18世紀には束チベット地域にもよくみられる4)o

引用より、黒コンポー面六臂はチベットのギュルー派の護法尊であることがわかった。この

護法尊については、チベット各寺院の経典資料も多い。そして作者はほとんどがラマや活仏、

カムポなどで、厳しい修業のなか灌頂を授けられ、論じたものではないかと思われる。

ここで今現存する銅像一面六臂として最も古い、アメリカルビン美術館の14世紀一面六臂の

銅像を下記図像に示す。

アメリカルビン美術館の銅像は14世紀のもので、

図像の形によると‘|實怒草、一面六臂である。三眼

で、頭に五連の弱腰をつけ、黒蛇のネッレス、右

上の手は金剛と真ん中の手にはデンデン太鼓、下

は数珠。一番上の左手には喝把碗、真ん中の手に

は猿に似た物、下の手には金剛紐を持ち、蓮の上

にガネーシャを踏みつける。蛇につけた五十の数

字の弱膜、両腕と両足に蛇がそれぞれついている。

また頭の上に仏像がある。これは非常に重要な部

分である5)。

銭
襲震繊

以上の内容をみると、チベット黒コンポー面六臂の

模様とほぼ一致している。 しかし、頭髪の真中の仏像這鍵…箪潅塞琴雷識篝琴雲琴建 模様とほぼ一致している。 しかし、頭髪の真中の仏像

図’ ’4世紀アメリカルビン美術館蔵 から見ると、チベット黒コンポの仏像ではないかとも
『世界最美唐-F」

方丈堂出版、2009年10月、241頁。 考えられる。一番ユニークなのは頭上に仏像があるこ

とで、 『蔵伝仏教神明大全』には黒コンポー面六臂の頭

上に(miskyodrgylpo)の手印があると述べているが、チベットの図像からは見えにくい。

もしくはあえて描かなかったのかを含めて検討する必要がある。今回図は像の様子に着目し、

チベットの他の仏像を調べた結果、チベットの雄偉的な七つの仏陀の一つであるという可能性

が浮かんだ。ここで下記の引用から説明しよう。

中央の釈迦無仁仏の手印は結説法印。東の毘婆屍仏の手印は結鎮印と定心印、北東の屍棄

4）若布旺典「世界最美唐-F」紫禁城出版社2009年8月。96頁

5）注4前掲、若布旺典論考241頁。
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仏の手印は結施印と定心印。東南の毘舎浮仏の手印は結施印と定心印。西の倶留孫仏の手

印は三摩印。南西の具那含無仁説法定心印。 西北の迦棄仏の手印は右手執法衣辺、状如鹿

耳6)。

筆者はルービン美術館の銅像をもとに、 14世紀の黒コンポー面六臂の頭上にある仏像を中心

に七仏（釈迦、毘婆屍、屍棄、毘舎浮、倶留孫仏、具那含、迦棄） を調べ、その頭上の図像と

姿、手の形、足などの形を分析した結果、七種類の仏像の六番目、西にある倶留孫仏の手印は

三摩印と似ていることから、六番目の仏は倶留孫仏ではないかと考えるが、いまのところ断定

はできない。ほかに、チベット如来仏三十五種類にも姿形が一つの仏と一致していたが、体色

は白であるため、ほかの資料を調べる必要がある。 また、五色(rgylbrigsmg)の仏像とい

う考えも浮かぶ。

次にギュルー派の護法尊を中心に、灌頂を与えられた二つのコンポの特徴を以下に取り上げ

ていく。

3．黒コンポ一面三眼六臂の神格

黒コンポー面三眼六臂の神格と手に持つ物、体色、などについては上記の通りであるが、漢

訳には『蔵伝仏教神明大全」 と異なる部分もあったため、漢訳の引用したものを以下に示しつ

つ、チベットのサーバーリンーザン時代(12世紀-17世紀）の経典についても取り上げていく。

象首， 三只慧眼右手向地蔵供奉緑叶，左手飾

以顔骨、絲帛及珍宝， 臥姿而住。其上為六臂智

慧’|古主，慧眼怒視，例哨ﾛ此牙吐舌，須、眉、発

紅黄巻曲，額塗黄丹圓圏頭頂不動仏封印；右

手執金剛弩刀，左手執満血顔骨対著心間上下，

右中手執顛骨鬘右下手猛敲畿鼓，左中手執三

股矛，下手執金剛絹索；双卿井立既圧三界， “ﾛ弄

ﾛ弄”作響震攝魔王；虎桾束以緑絲帯，頭戴青蛇

冠……此尊使修者如願以償7)。

図2 久美割]吉多傑『蔵伝仏教神明大全』

漢語版青海民族出版社、 589頁。智慧と護徳の護法草として崇敬されるチベットの

コンポに、黒コンポー面三眼六臂の大黒(ngbochen

久美谷U吉多傑「蔵伝仏教神明大全」青海民族出版社、 2001年、 12頁

注3前掲、久美谷U吉多傑論考589頁。

ｊ
ｌ
６
７
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pao)がある。また黒コンポの姿はチベットで盛んに信仰される。念怒の相をして三眼を有す

る。このコンポは黒色で一面三眼六臂の形をしているが、特長としては色の違いだけでなく、

コンポが有する力についても述べられている。チベットでは障害を取り除く神の像の形相は盆

怒、髪は怒髪である。頭に五連の弱腰の飾りがあり、右の一番上の手に金剛の刀、左の一番上

の手に血まみれの濁膜を胸の前に合わせるように持つ。二番目の右手には弱饅の数珠、左手は

ダマル（デンデン太鼓）を激しく打つ、三番目の右手は三鈷杵、三番の左手には金剛の紐を握る。

チベットのコンポ（大黒）が乗る台座は三種類あり、 この黒コンポー面六臂は、白いガネー

シャを踏みつける。このガネーシャも三眼であり、右手に地の中心を表す大根の形のものを持

つ。左手には弱鰻の飾りを持つ。寝そべった所を一面三眼六臂コンポ（大黒）に踏まれている。

飾りは両足に三世を表す装飾と、虎の皮のスカートと緑金補のベルトをまとう。頭に青蛇の飾

り、赤蛇は耳飾り、派手蛇は腕飾り、白蛇は首飾り、黄蛇は腕飾であり、 ′|實怒の形である。こ

こで『チベットの仏たち』によると下記のとおりで

ある‘

六臂マハーカーラは、眉間に第三眼を現す身色

黒色の憤怒形で、ガネーシャの上に展左屈右の

姿勢で立ち、背には像の生皮をはおり、右の第

一手にカルトリ （曲刀)、左の第一手にカパーラ

(閥艘杯)、左右の第二手は像皮の縁であるとと

もに、右には閥艘の数珠、左は三叉戟を持ち、

右の第三手はダマル（デンデン鼓のような楽器)、

左の第三手は素を持つ一面三六臂です。この図

像は『サーダナマーラー』にかれる一面三眼六

臂像にはほぼ対応しますが、細部においては不

一致もみられます8)。

図3 田中公明「チベットの仏たち」

方丈堂出版、 20()9年、 224頁。

ここで田中公明氏の引用と、筆者が調べた部分の違いを挙げる。田中氏は左右の下の手は像

皮が縁に描かれたとしているが、 『蔵伝仏教神明大全』で描いているのは、左右の上の手に持っ

ているのは鵠膜の数珠と三叉戟であることが確定できる。ここで手の持つ物像皮について、チ

ベット仏教の第二人物者、テンベニマ僧の経典資料と比較しながら田中公明氏が利用した『三

百図像集」の図像の解釈を分析する。次に挙げるのは『イダム修業の宝源」 という経典の一部

8）田中公明「チベットの仏たち』 ノ]丈堂出版、 2009年

ここでは田中氏は真ん中の手を第一手、左右の上の手を第二手、左右の下の手を第三手としている
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である。

金剛の刀と、一番左手に血まみれの閥櫻を持つ、右の二番目の手に濁艘の数珠。三番目は

デンデン太鼓、二番の右の手に三鈷杵を持ち、二番の左には金剛の紐を握る。両足に三世

を表す装飾と、虎の皮のスカートと緑金欄のベルトをまとう。頭に青蛇の飾り、赤蛇は耳

飾り、派手な蛇は腕飾り、白蛇は首飾り、黄蛇は腕飾りであり、憤怒の形である。頭に五

連の鯛櫻の飾りがあり、血まみれの五十の弱膜が瑛略として飾ってある。六つの鯛膜の飾

りがあり、口からは恐ろしい龍の音のような声をだす、障害に打ち勝つ。また炎の中に存

在する9)。

この経典はテンベニマ(1782-1853)のパチンパ7世の活仏であり、内容は「蔵伝仏教教神明

大全』及び『蔵伝仏教教神明大全漢訳」の説明図とほぼ同じである。ここでは、チベット 『蔵

伝仏教神明大全』の説は経典の内容と一致する。その結果、手の形の順番が規定的であったこ

とがわかった。胸に併せた手で下を向いている手が一番目であり、数珠と三鈷杵を激しく取り

上げた手は二番目である。真ん中の二本の手は一番下だった事が文献の分析の結果同じである

ことが分かった。そのほかに「左右の第二手は像皮の縁とともに、右には謁櫻の数珠、左は三

叉戟を持ち、右の第三手はダマル（デンデン太鼓のような楽器)、左の第三手は素を持つ一面三

眼六臂です｡」第二手は像皮の縁とともにと部分を『三百図像集』の図像と調べていくと、 『チ

ベットの仏たち』の一面三眼六臂の図像によると、憤怒と火の中に存在していたことが分かる。

頭髪は逆立ち、頭飾りに五連の鯛懐、普通首の飾りとした物は黒蛇で、この図像の違いは全く

似てないネックレスの飾りであること、一番左下の手の持ち物が紐であり、両端の部分に金剛

と似たような物と釣り鉤に似たような物がある。

しかし、像皮の関係については不明である。笹間氏は次のように述べる。

十八世紀に描かれた大画で、一面三目六臂、これは凄まじい迫力で背後には火焔が渦巻

いている。虎の皮を腰に巻き、人頭の数珠を長々とかけ、象を踏み、両手で象の皮をはお

9） （原文アルフアベツト表記)Bstnbainyima｢yidmargymtsoaisgrubthbsrinchenabyungknsa

kyilhnrinabyungdonkslalbkrshi lhmkyibrgang7fj、lorbrskrunhdzshogngos語、注訳：テン

ベニマ 「イダム修業の宝源」 タシリンポ寺印刷所1974年、 384頁。テンベニマ(1782-1852)はチベッ

ト仏教の第二人物者パチャンパ7世の活仏であり、ラサ市ジカシ県のタシリンポ寺院の仏教指導者。宗派

はギュルー派であった。テンベニマに関する重要文献は『タシリンポ寺密教ギュメ寺の伝説」 と 『テンベ

ニの伝記｣、蔵漢訳の「テンベニマ文集」などがある。経典の害名訳は筆者による。説明し安い立場から考

え、チベット仏教用語により、ぴったり合わせない場合もある。例え：イダム=yidma海洋=rgymatso

事例。修業=sgrubths宝物=rinchen事例。起源=abyunggnas事例の起源。書物=l肋thbs明解

=donkslaなどである。
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ろうとしている。髪の毛は燃えるように逆立ち、幾匹かの蛇が這い廻り、五つの鯛艘の冠

をつけ、胸の所で剪刀鯛膜盃を持っている、そして象皮をまとった右手に濁膜を連ねた輪、

左手は鯛饅の付いた三叉戟を持つ。見る者をして恐れさせるに足る画像で、 とても福神と

言う感じはなく、殺伐な戦闘神であるように見える'0)。

『三百図像集』に収められている図像については、図像自体は暖昧であるが、手図の順番は木

版と同じで、右の持ち物は金剛の刀と悶櫻の数珠、デンデン太鼓である。左の手持ち物は血ま

みれの溺饅、三叉戟、金剛の紐である。左側に野生のロバに乗った吉祥天がある'1)。十八世紀に

描かれた大画では像皮を持っていたコンポ（大黒）があったことが確定し、描いていたのは一

面三眼六臂で間違いない。次に像皮の部分を中心にチベット語の大蔵経中の『rgyud』の「大

黒の修業」を論じていく。大蔵経中の『rgyudjの「大黒の修業について」は龍樹菩薩の作品

といわれ、翻訳者ブジューサンバ氏(pnDitabumphrggsumpa)と僧侶デンマジョウ氏(dge

slongdrmagrgs)によってチベット語に訳されている。 「大蔵経』の経典によると次のようで

ある。

四面六臂（十二眼）は右面が白と、左面が赤色。後ろはライオンのような緑面で、正面

が黒く、持物は金剛の刀(grigug)、血まみれの鯛櫻(thodpakhrggisbkngbaadzin

pa)である。真ん中の両手に棒(dbyugto) と像皮(glaingpocheaipgs)を持つ。三番

下の手に金槌と紐を持つ'2)。

ほかに、黒コンポ四面六臂と象皮について、①『蔵伝仏教神明大全」の図像と②『三百図像

集』の図像、③『蔵伝仏教本尊大全」のカラー図像など比較していく。①によると四面六臂（十

二眼） 「刀と血まみれの鯛膜を持ち、右の二人手が棒と金槌。左両手が像皮と金剛の紐を持つと

ころであった｣'3)とある。②によると四面六臂の憤怒尊であり、根本の形が黒と閻魔のように憤

怒の姿と、右が白像のような‘|實怒であり、左は羅刹のような憤怒で赤色。背はライオンような

憤怒で緑である。手に持つ物はチベット 『蔵伝仏教神明大全』の四面六臂と一致している。③

『蔵伝仏教本尊大全』はカラー図像見ると、火の中に存在し、神体は全身が黒く、頭だけ色が異

なる。金色の頭髪が逆たちと左の手に像皮を持っていることがはっきりわかった。不明なのは、

周辺に四つの女神があったが、 『蔵伝仏教神明大全」によると四人の娘だったようである。この

四人の娘の色も異なる。この中で、田中公明氏と笹間良彦氏はコンポー面三眼六臂の図像解釈

10)

ll)

12)

13)

笹間良彦「大黒天信仰と俗信」学術専門書籍出版社、 1993年、66頁。

当増孔西『宝源三百国解」大黒天賛、北京民族出版社、 2007年6月、 389頁。

丹珠児（署名)、大蔵経14巻所収『rgyud』より、中国蔵学出版社出版1996年、 1366頁。

前掲注6， 1014頁の図像分析。
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を論じ、チベットの灌頂を受けた五つの黒コンポー面三眼六臂は像皮を持った、 とするが、そ

の姿は見つからなかった。また、四面六臂は九種類あるが、ガネーシャを踏んでいたコンポ四

面六臂はない。しかし像皮をと持った黒コンポ四面六臂はあった。これらは今後調査を進める

予定である。ここで大蔵経の黒コンポー面三眼六臂の姿を確認する。 「大黒の修業加持」には次

のようにある。

虎皮がスカートとなり、六臂は蛇の飾りをつけ、右手に数珠、真ん中に刀を持ち、一番

下にはデンデン太鼓を激しく鳴らす。左は鯛櫻と三叉戟があり、下には紐を持つ、憤怒の

形である'4)。

つまり、チベット現在の文献には黒コンポー面三眼六臂が像皮を持ってないことは分かる。

しかしながら、黒コンポ四面六臂（十二眼）が像皮を持っている記載が『大蔵経」にもある。

4． コンポ－面三目六臂の伝承

チベットコンポー面三目六臂がギュルー派の護法尊であったことは上述した内容から明らで

ある。そしてどのような宗派でも一族的な宗派の門流がある。チベット語では(choesbrgyud)

と書き、 日本語の伝承と同じである。コンポー面三目六臂の伝承については『蔵伝仏教神明大

全』によるとコンポー面三目六臂の伝承はコンポの十三灌頂を直した書物が、ヒヤデンシャワ

ーリアンシュ(dpaldnshwridbngg)からラヒイラー(rahula)とサラーハ(saraha)、 ドウ

ジチャン (rdorljeachng)、ヌグーマ(nuguma)など門流一族の灌頂をチベット人のチュ

ンブ(khyungbo)が受けて発展したという記載がある。

5．黒コンポとガネーシャの関係

チベット黒コンポがガネーシャ踏みつける図像は多い。このガネージャはチベット語で(stOks

bdg) と呼ばれ、 もともとヒンドウ教のシヴァと深い関係を持つ神であった。現在のチベット

でもお寺の門と寺院の壁にガネーシヤのタンカ（画像）を見ると、誰もが分かるはずである。

チベット人にもガネーシャの信仰があり、種類もいくつかあり、宗派の門流によって異なる。

日本では聖天と相対した神と同じで、同じ地域の伝播によって神格と効能も様々である。そこ

で各国と各民族の宗教に存在するガネーシヤの名前から検討する。これらについて佐藤氏は次

のように述べる。

聖天は実はいろいろな沢山の名称を持っている。聖天梵語をナンデイケーシユヴァラ

14)前掲注12, 1638頁。
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(nandikesvsvara)難提自在天） という。それはシヴァ神

の春属（侍者）の一つの名前を意味している。 しかし、

もっと普通に用いられている名称はガナパテイ

(Ganapati) またはガネーシャ (Ganesa), およびヴイナ

ーャカ (vinayaka)である。ガナパティは漢訳では俄那

鉢底、俄那簸底、迦那鉢底なと．と書き表されているが、

ガネーシャは普通に識尼沙と言かれ、ヴィナーャカは毘

那耶迦、毘那夜迦、禅那夜迦、頻那夜迦など多くのあて

字で記されている。それはまたヴイグナナーヤカ

(vighnayaka)、ヴィグネーシュヴァラ(vighnesvara) と

もいう。その文字の意味するところからは、ガナパテイ

とガネーシャはガナ(gana集団・衆）のパティ (pati

主） またはイーシャ (isa神）から衆主とも訳されてい

る。つまり集団の主人のことである'5)。

一一F－

久美部吉多傑『蔵伝仏教神明

大全」青海民族出版社、 2001

年、 1066頁。

図4

このように「シヴァ」の名称から来た神もいくつかあったことが分かる。そこでチベット語

のガネーシャ (tshogsbdg)の意味は、前半部分tshogsは集団・衆を指し、後半部分のbdgは

主を指す。意味から一致していることも分かる。また、チベットでは一般的にガネーシャ(tshOgs

bdg) という呼称であるが、細かく調べると、大赤ガネーシャと白ガネーシャ （アティーシャ

の伝承)、黄色ガネーシャなど、様子、持つ物、伝播と修業も異なるところが多い。ここでは、

黒コンポが踏んでいるガネーシャを中心に検討していく。ガネーシャについては次のように説

明される。

神体は白で三面六臂支四の足、正面は像の頭と右面は鼠、左面が猿であった。手に持つ物

は右、金剛と大根、刀。左は餅、酒壺、槍などであった。前の両足は交差され、後ろの両

足が伸ばされた形であるl6)o

このように、黒コンポー面六臂が踏みつけたガネーシャと異なっているのが分かる。黒コン

ポの台座になったのは一面二臂であるが、引用したガネーシャの形は三面六臂四足で、黒コン

ポを踏みつけたガネーシャと異なることが証明できる。 ところが、ガネーシャの体色は伝承か

ら白だと分かる。アテイーシャから伝わって来た記載とほぼ一致している。アティーシャにつ

佐藤任『密教の神々－その文化史的考察 』 東京印耆館、 2009年、 166頁

前掲注6， 1066頁。

ｊ
ｊ
５
６
１
１
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いては次のように説明される

白ガネーシャアティーシャの伝承は、蓮の上に白ガネーシャあて、右の二人手に大根と数

珠。左の二人手に鼠と槍。虎の皮がコートとスカート。鼻が赤くて左足が伸ばしながら、

右の足が引いている形である'7)。

このようにこの白ガネーシャはアティーシヤの伝承だったことが分かる。四つの肩を持つこ

とは黒コンポの台座と異なっていることも分かる。また別の資料には次のように説明される。

ガネーシャはインド起源の

象頭の神で、シヴァとパール

ヴァティーのあいだの子供と

しても知られている。インド

では単独で表されることも多

く、財宝神や学門の神として

広く親しまれている。 日本で

は聖天がガネーシャに相当す

るが、像の頭という奇怪さや、

男尊と女尊が抱き合うポーズ

鋪職溌堂緊溌蛾
鄙 閏H 卜 … 鍔

閏 鍔壁澤ご L

明 司予プ ア セ セ セ需 〆 ･影 ･ ~冨 L
〆 出 プ … 宅鷺←" 職 鴬: ､ …~ ‐

識嚥擬 劇
､ 喝 % 『

鄙 F 自舛 &

プ 典プ
明 司予P

興職 鞄: ､

鍵
註

図5 「もうひとつの大谷探検図隊チベットの仏教世界」
のいわゆる歓喜仏であること 龍谷大学龍谷ミュージアム52頁より

も多いため、秘仏として一般

の眼に触れないことも多い。この作品はガネーシャが横たわった姿にしているが、これは、

マハーカーラの台座として製作されたためと思われる。同じような姿勢で、上にマハーカ

ーラを乗せた作品が数多く残されている。ただし、本作品にはマハーカーラを固定するた

めの膀穴がないため、上にマハーカーラを乗せる前に、未完成のまま放置されたことが予

想される。あるいは、どこか恨めしげに見つめるガネーシャに、遠盧したのであろうか'8)。

このように、これは東チベット18世紀の銅像であり、 日本の聖天との関係も一部触れられて

いる。筆者はこの図像の様子と、手に持つ物を黒コンポ台座と比較した。左手の大根は地球の

中心を示す。右の壺は宝を齋していることが分かる。そこはチベット語の原語と一致した。ま

た、 この図像は財神と学門の神をとして信仰されたこともよく分かる。 ところがチベットでは

17）前掲注6， 1065頁。

18) 「チベットの仏教世界もうひとつの大谷探検隊』龍谷ミュージアム2014年、 52頁
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黒コンポは障害を取り除く神として信仰されている。この点について書かれた物は少ない。チ

ベットコンポの仏像にはさまざまな台座が描かれ、効能と意義を示すものが異なり、乗せる目

的と踏みつける意義によって効能が強まる。さらに、黒コンポが障害を除く神として信仰され

ていた事と、ガネーシャの効能が一致していることを検討していく。その効果については次の

ように説明される。

ヴイナーヤカは「除去、指導者、障害」などの意味をもつが、にはヴイグナ(vighna破壊

者．障害者） という言葉で用いられ、ガネーシャの別名とされる。通常は障擬神で、その

面でいろいろな名称をもっている。 ところが、奇妙なことにはヴイナーヤカは障害の主と、

障害の除去者という際立った二つの相対立する側面を自身の名前としてもっている。障害

の主としては、例えばヴイグナナーヤカ、ヴイグネーシュヴァラ、ヴイグナパテイ

(vighnapati)、ヴイグナラージャ(vigmaraja)、ヴィグネーシャ(vighnesa)などである。

障害の除去者としてはヴィグナナーヤカ(vighnasaka)、ヴィグナナーシャナ(vighnasana),

ヴイグナヴイナーヤカ (vighnavinayaka)などである。しかもこれらはいずれもガネーシ

ャ即ちガナパテイの別名であるとされている19)｡

つまり、障害を取り除く神はいくつもあったことが証明できる。主に名称の意義では「除去、

指導者、障害」の効能と「破壊者・障害者」二つ効能から指導者という面と破壊者という面の

区別があると分かる。ガネーシャにも障擬神とはっきり書いている。また、

ガネーシャはヴィナーヤカVINAYAKA(障害を除く者） または「障害となる者」とよ

ばれる。しかるべく崇められた時、この神は「障害を取り除いてくれる神」ともなる。こ

のような二面性はほとんどの神格に存する20)。

というように述べれられてもいる。このように、上記に示した文献と図像、銅像からも、チ

ベット黒コンポを踏みつけるガネーシャの様子は、白い体色であり、左手に大根を持ち、右手

に壺を持っているところ同じであると分かる。

6．黒コンポ一面三眼六臂の称賛

チベットにはさまざまなコンポがあり、宗門や寺院の守護神として、マハーカーラを祀るお

寺は多く、宗派や門流によって独自のスタイルのマハーカーラを崇拝しているケースも見られ

19)前掲注16， 167頁。

20）立川武蔵『ヒンドウー神話の神々」せりか書房2008年3月、 218頁。
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る21)。独特な宗派の門流によって称賛と梵語も異なっている。ここからは、黒コンポー面三眼六

臂の称賛について論じる。この称賛儀式はいつ頃から行われた儀式であるかは不明だが、チベ

ットの日常生活に根付き、特に祝日には山やお寺で行うことが多い。その内容はラマ（高僧）

により書かれた物である。コンポによって称賛の内容は全く異なる。以下は、コンポの賞賛部

分である。

Chosadabyingsan印glasmakyaogakskamyi法界を清めずに修習することと

kadaukabaLdaula phyirkhbaiskau 魔を鎮撫するために激怒する様子であり

bastnbaairutaraiaomasbai 羅刹の障害に打ち勝つため

nakbochepaykaatslbstod22) 黒コンポー面三眼六臂を帰依させる

訳：内容は法界を清めずに修習することと、全ての悪魔を調伏するために憤怒す様子であ

り羅刹の障害に打ち勝つため、黒コンポー面三眼六臂に帰依させる。

以上の称賛についてはタラナタ文集でも書かれており、違っている部分は一段目のmagyogs

=kyos部分と二段目のgdugbaadula=marungsadulaである。チベット語の内容はほぼ同じ

だが、なぜ二つの言い方なのかは不明である。

7．黒コンポに帰依する時の梵語

Snggas:

aomaduyagdazamahakaratarkrshhauhapgasa (tsnba)

梵語：アムディヤッジャ・マハーカーラジャダインペ。

（チベットに残ったサンスクリット語)23)。

上の言葉は、サンスクリット語のチベット語による発音をそのまま表記したものである。内

容と発音が一致する個所もあったため、その発音を日本語で表記した。

二、白コンポー面六臂

1 ． 白コンポ一面三眼六臂の神格

チベットには一面三眼六臂の白コンポがある。この白コンポは心の宝を護る神であり、様々

な種類のチベットコンポの中で唯一の種類とされる。日本に伝来した大黒天とくらべると、神

の神体や神格は同様でないが、表情だけが一致する。そして手に持つ物に関しては他のコンポ

(大黒） と違う点も見られる。白一面三眼六臂コンポ（大白）は、コンポ全体から見ると優しい

21)

22）

23）

｢チベットの仏たち」方丈堂出版。2009年10月、 225頁。

｢宝源三百圏解」大黒天賛、北京民族出版社、2007年6月、 393頁。

久美部吉多傑2004年、 589頁。

田中公明

当増孔西

注3前掲、
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表情が特徴的なコンポ（大白）である。チベットには財神として信仰きれることが多い。 もと

もと財神として信仰される神は多く、毘沙門天も財神とされる。他にも財神とされる神として

｢ザーバラ(dzmbhla)がおり、全部で十五種類の姿がある。この十五種類のザーバラの中に

も白い財神の姿は見られる。そしてこのザーバラも憤怒相に一面三眼二臂であり、ライオンに

乗る姿である。しかし、これは財神であって、コンポ（大黒） とは関係がない。今回は筆者が

チベット白コンポー面三眼六臂を宗派ごとに歴史を比較しながら進めていく。白コンポについ

ては次のように説明される。

白色如意宝珠マハーカーラはシャン派の祖キ

ュンポ・ネンジョルにまで遡るインド伝来の

図像とされますが、実際には十四～十五世紀

にまで上げられる作例はほとんど見られませ

ん。ハンビッツ文化財団には、十五世紀にま

で遡る白色マハーカーララの図像の中でも、

もっともポピュラーな物の一つとなっていま

す。また他のマハーカーラでは、憤怒尊の威

力を強調するため、ナクタン（黒タンカ）の

作例が多数製作されましたが、白色如意宝珠

マハーカーラでは、福神としての性格を強調

するため、マルタン（赤タンカ）の作例も多

く見られます24)。

“蕊診属獅興､"蕊べ･鍾輌･幸剰
雑峯。☆画念室

久美割]吉多傑『蔵伝仏神明大全』

漢語版青海民族出版社、 591頁。

図6

白コンポー面三眼六臂はチベットコンポの種類の中で、財神とされていることは一致し、こ

のタンカ以外に黒タンカと赤タンカもあったことが理解できる。黒タンカは先に述べた黒コン

ポー面三眼六臂であり、僧侶の作品だったことは分かりやすい。そこでシャン派とキュンポ．

ネンジョル氏のことから述べる。シャンパ派とはチベット四大宗派、カギュー派の第二支派の

なかの一つである。 「ナロ六法』25)を重要視したとされ、次のように説明される。

論じた四つの論述に向かえた祖先たちの伝承に繋がる修行であり、四つの論述を獲得し

た僧侶テーロパからナローパ、ムパとミラレパ、ニャンメデーポからデーポ派とシャンパ

派二つに分かれ、ニヤンメデーポ氏の生徒キュンポ・ネンジョル（990～1140)氏とキャジ

24）田中公明『チベットの仏たち」方丈堂出版。2009年10月、238～239頁。

25） ヒンドゥーのペンチンーナローパから伝わって来た経典である。六つの論述した教戒で、最も重要な輪

廻転生も一部になる。
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ョマ氏が引き継いだのはシャンパ派である｡26）

また、ツオプ寺と二ナン寺、シーシャ寺などにも図像はあるはずである。しかし、白コンポ

の図像の上には普段龍樹菩薩の図像があり、なぜか全てのコンポ伝承は龍樹菩薩から始まった

という説もある。清代の白コンポの図像の上に龍樹菩薩とダライラマ－世とアテイーシャ尊者、

吉祥天と黒コンポなどが一つの図像に見られることが多いので、ギュルー派とも関係あるとも

考えられる27)。そこでまず、白コンポー面三眼六臂の神格を検討していく。神格の漢語訳を以下

に示す。

層色白，壱面六臂，三只慧眼，須発黄褐巻曲；右手壱執弩刀， 中手執宝自在王，下手執紫

檀叢鼓；左壱手執装有宝瓶的甘露顔骨置干左大腿之上， 中手執三股矛，下手執霜索；織綿

款款虎皮為桾，橡皮肩破，五頂骨為冠，五十只鮮頂骨為瑛略；以行歩式住子蓮花日輪獅

子座周囲由元数空行籏擁羽)。

漢文訳では、智慧により徳を護る護法尊として

崇敬されるコンポに、白一三眼面六臂の大白がい

る。チベット語ではコンケイ 「mgondkar」と読

み、念怒の形相に三眼であるが。資料の記載には

笑顔と書かれることも多い。色は白く一面六臂の

姿である。このコンポの特長は、色が異なるだけ

でなく、有する力も違う。チベットでは心の宝を

護る神とされるが、この宝が財神或いは智慧の神

であるかは判断に迷うこともある。像の形相は急

怒、髪は怒髪である。頭には五連の鯛櫻の飾りが

図7 田中公明「チベットの仏たち」
ある。一番右の手に刀を持ち、一番左の手を高く

方丈堂出版、 2009年10月、 239頁。

掲げ槍を握る。二番目の右手にダルマ（デンデン

太鼓）を持ち激しく打ち鳴らす。二番目の左手に金剛の紐を持ち、三番目の右手に宝を示す物

を持ち、三番の左手には壷があり、中には宝があるという説がある。チベットのコンポ（大黒）

が乗る台座も三種類ある。この白い一面六臂のコンポ（大白）は、両足でガネーシャを踏みつ

ける。装飾として「虎の皮のスカートと象の皮でつくられたコートをまとい、鯛櫻を頭に飾

26）

27）

28）

タシツエラン「蔵区地理与人文」甘粛民族出版社2008年、 303～304頁。

若布旺典『世界最美唐-F』紫禁城出版社2009年8月、 126頁。

注1前掲、久美谷U吉多傑、 2001年、 591頁。
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る29)o

は同［

日本の財神にある大黒天と全く異なる点として、手に鼠がなく、小槌も持たないが、笑顔

である。白コンポの様子と飾り、手に持つ物については漢訳のようである。

白色如意宝珠マハーカーラは身色白色、頭髪は逆立ち、二体の象頭の神ガネーシャの上

に直立してます。右の第一手はカルトリ （曲刀）を高く振り上げ、第二手は胸前で如意宝

珠を執り、第三手はダマル（デンデン太鼓のような楽器） を持ちます。いつぽう左の第一

手は膳前で宝を満たしたカパーラ（弱腰杯） を持ち、第二手は三叉戟、第三手は鉤を持っ

ています。この図像は、右手にカルトリ、左手にカパーラを持つマハーカーラの二臂に、

四臂を付加したものですが、実際には如意宝珠を持つ右の第二手が重要手のように描かれ

ます。なお左の第三手は、鉤を持つ物ほかに、素を持つ図像もあります。 『リンジュン』に

よると、この図像は、 カギュー派の一派シャン派を開いたキュンポ・ネンジョル由来する

とされています。他のマハーカーラと同じく、虎皮の樟をまとい、右の第一手と左の第二

手で像の皮を拡げるとされますが、 これらの規定は、実際の作例では、 しばしば守られて

いません。また、装身具や台座などに豪華な装飾を施し、福神の性格を強調した作例も多

くみられます30)。

蕊
この内容をみると、その神格から、白コンポー

面六臂は財神として信仰されていたとわかり、 さ

らにほかの資料からみても財神であることが分か

る。漢文訳の手姿順番は田中氏の手姿順番と異な

っている。チベット語の『蔵伝仏教神明大全』原

本と比較し、 『宝源三百国解』 とも検討した結果、

神格の手の順番は漢文訳が違っていることが分か

った。田中氏と若布旺典氏のチベット白コンポの

手に持つ物は同様であった。 しかし『蔵伝仏教神

明大全』にある白コンポの左下の手の持ち物は紐

であり田中氏によると「左の第三手は、鉤を持つ

物のほかに、素を持つ図像もあります｡」とある。

そこで以下にいくつかのチベット木版の内容と比

較し、論じる。

東チベット18世紀銅板打出鍍金像高

19.3cm北村コレクシュン （｢もうひ

とつの大谷探検図隊チベットの仏教世

界」龍谷大学龍谷ミユージアム52

頁｡） より

図8

29) Blobzngnarbu｢yidmrkyhtsoaiskrubthbsrinchenabyngkns｣bkrshislhunpoaiprkhngpod

khrngsknyispa7"、 ， 堂｡u～、牢。ロゼロヌウ「護法尊の修法j タシリンボウ寺木版、 406-426頁を要約し
ナァ
ノE＝o

30）田中公明「チベットの仏たち』方丈堂出版、 2009年、 238頁
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訳文：神体の色は白、笑顔で三眼を持つ。髭と髪は黄色の怒髪である。頭には五連の鯛櫻

の飾りがある。一番右の手に刀を高持ち、宝を示す物を胸部の中心に持ち、三番はダルマ

(デンデン太鼓）を鳴らす。一番左手には壺があり、中には宝がある。左の手を高く掲げ槍

を握る。二番目の左手に三叉戟をもち、三番は金剛の紐を持つ。走装飾としてネーシャを

踏みつけ、二つのガネーシャの手持ち物は大根形のものと鼠であった。また虎のスカート

と象の皮でつくられたコートをまとう31)。ロサンニマ僧の「白コンポの修行」によると、白

コンポー面六臂は半怒本半優の形で右の一番の手は刀を激しく上に上げる様子、二番の手

には宝の壺を持つ、胸の真ではデンデン太鼓を鳴らす。左の一番の手に韻霞の壺似たよう

な形を持ち左の二番は叉戟と左の番の手に鉤を持っている32)。

以上の結果、白コンポの神格には一番左の手持ち物は二種類があったことがわかった。主に

白色如意宝珠マハーカーラは18世紀の同像には何にも持ってないという記録もある。以下に東

チベットで見つかった銅像一面六臂の姿を分析していく。

マハーカーラはチベット仏教で最もポピュラーな護法尊である。マハーカーラは「大いな

る黒きもの」を意味し、その名のように、体全体が黒く表されるのが本来の姿である。こ

れに対し、体の色が白いマハーカーラが、時代が下ると現れるようになる。これが白如意

マハーカーラで、六本の腕を持ち、直立した姿勢で表されている。本作品は手に持つ物が

失われているが、体の左右に広げる手の右側にはカルトリ （半月形の肉切り包丁） とダマ

ル（デンデン太鼓に似た楽器)、左側には三叉戟と鉤をもち、体の前にかまえる中心の手に

は、右手に如意宝珠、左手に宝を満たしたカパーラ（鯛櫻杯）を持つのが一般的である。

最後の二つの持ち物は、通常のマハーカーラには見られない物で、この仏が単に憤怒を示

すだけなく、財宝をつかさどることと関係する。寺院の守護尊として広く信奉され、特に

モンゴルで信仰を集めた33)。

これを見る限り、白如意マハーカーラの神格と、手持ち物に対しては非常に珍しいことがわ

かった。 18世紀の物の場合、白コンポの本体は、ほぼ同じで姿あったが、宗派の伝承によって

白如意マハーカーラの周辺にあった神が異なっていたこともよく見られる。以下の図像から説

31)Blaobzngnorbusherb chingssutsugthunomonmBlaobzngnorbusherbkhsngabumpec

inparkhng 7"(fnsa7"jbr shongos論。 ロセンノーレシェレー「ロセンノーレシェレー氏の文集』北京

印刷所1996ロセンノーレシェレーさん(1677-1737)はGandenshedrubTenpelingの僧員で、外モンゴル

のバードと言われ、この人物に関する資料は蔵漢二語に訳された「ロセンノーレシェレー氏の文集」がある。

32） ロサンニマ僧（1737～1802) 「白コンポー面六臂の修業について」ロサンニマ文集、タシリンポ寺印刷所

231頁。 （ケンブ寺とゴンロン寺、シャリ寺、シヤチヨン寺）などに（高僧）カムポとして教えた。

33） 『チベットの仏教世界もうひとつの大谷探検隊』、龍谷ミュージアム、 2014, 52頁。
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明をする。

主尊は六臂の白大黒天であり、一面六臂、体色は白、面相平和。この図像の特徴的なとこ

ろは珠宝の部分と、図像の後ろにある火の上の珠宝である。図像の下にも散らかつた珠宝

があり、図像の週辺にあったダキニーと、ダキニーの持っていた珠宝などは独特な財神と

されている。ほかの図像に対して白大コンポ（黒天）は全ての大黒天の中でも人気の護法

尊のひとつであり、全身は白、一面六臂、面相は微怒、頭に宝冠を飾る。蓮の上の両足が

ガネーシャを踏みつける。四辺に様々な珠宝があり、図像の左上には龍樹菩薩とタシリン

ポ寺創造者ダライラマ－世マンダラがある。右の上に大黒天修業に成職者沙瓦熱巴とカダ

ム派創造者アテイーシャ僧があり、図像の上と下に黒コンポー面六臂と吉祥天がある34)。

この内容を見ると、二つの白コンポの模様が一致である。特別なところは周辺の神が違うと

ころは図像にも見える。 18世紀の周辺に五つのダキニーがあり、体色が、白、青、緑、赤、黄

などですべてダキニーの左手に如意宝持つところが特徴である。二番の白コンポの周辺には龍

樹菩薩の図像が示した原因は龍樹菩薩の伝承から伝わった記載があり、それについて以下に検

討していく。

鍔
溌
鍵
識
鍔
鍵
蕊
謹
率
蕊
鍵
蘂
鐙
蕊
蕊
蕊
識
蕊

図9 若布旺典「世界最美唐-F」紫禁城出版社2009年8月。 117と126頁。右は18世紀

アメリカルビン美術館蔵。左は六臂白コンボ布本設色唐-F16世紀清朝西蔵

34）若布旺典「世界最美唐F」紫禁城出版社2009年8月。 126R
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白コンポの伝承については、 ドウジチヤン (dorljeachng)から、シヤワーリ (Shrib)

とメジイワ (Metrib)。又、 ドウジチェアダヤヴァザー(Atybzh)、ダヒュラ (dhula)、チ

ュンブ(khyLmgpo)、モウジュパ(rmoglzhpa) とチュサン (chosseng9、ジグュンパ

(skyessgngb)、ニドンチェンポ(gnynstonchenpo)などの30人のラマの灌頂がある35)。

引用の内容より、白コンポの伝承の人物は龍樹菩薩だといわれている。白コンポはいくつか

の種類があるので、各宗派の門流によって違うのではないかと考える。

2． 白コンポとガネーシャの関係

チベットの白コンポは財神として信仰されていたことは以上の論述でも書いた。白コンポー

面六臂の台座はチベットの五つコンポのなかでも唯一である。両足の下にガネーシャを二つ踏

んでいる様子は良くみられる。今回は白コンポとガネーシャの関係を中心に検討していく。そ

の関係については次のように説明される。

ラマとコンポを同じように帰依する。白コンポの修業により、重要な礼拝の対象とし、供

養と共に自身のイダム二つの種類（‘|實怒相と寂静相）に禅定された供物と供え方の加持と

して、ペン(bm)は蓮を示す。ラム(rm)は太陽の曼茶羅を示す。その上に白ガネーシ

ヤ二つ、手に持つ物は右、閥櫻壺と左は葉っぱを持ち、大根と鼠36)に似たような動物を持

つ姿で、鼠の口に宝を吐くことができる。その二つの上に白コンポがある37)o

ここで、白コンポを踏みつけたガネーシャは二つあったことが分かる。そして、二つのガネ

ーシャの体色は白であり、持つ物は壺と葉っぱ、大根と鼠だったことも述べられている。チベ

ットコンポには鼠を持つ図像は今のところは見つけられないが、鼠と大黒（コンポ）の関係は

日本にもあった。そのことについては以下のように述べられている。

福島県須賀市・郡山市・福島市のものはいわゆる大黒帽という頭巾を被り、二つの俵を

ふまえた極めて典型的なものであるが、強いてその間に異を求められば、俵の結び目が写

実的な縄の結び方を示したものと、そこを単なる茶吉尼天の宝珠で表現したものの二種が

ある。また、群馬県では吾妻郡長野原町横壁の諏訪神社の物は、踏みつけた俵は一つでそ

35）当増孔西「宝源三百圏解」 「大黒天伝承｣、北京民族出版社、2007年6月、 399頁。

36）チベット語で(neaule)である。鼠と違う動物。 (Sremong)の名称もあり、鼠と似たような動物で物

語では口から宝を吐く動物である。チベット語の直訳と鼬と同様だった。

37） ソナムジヤツオ『ソマナジャツオ文集」 「白コンポの修業」ラサ古書文集館2009年。 1頁。ソナムジヤ

ツオ (1543～1588)ダライラマ3世。
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の両脇に薪束（または経巻の束とも見られる）を置き、台座に大根と鼠を彫り、その下に

子待供養塔とあり、文化元年（一八○四）のものであるo38)

こうした仏像の中に大黒（コンポ） と鼠と大根との

共通点が証明できる。チベットにも鼠に似たような動

物もつ図像が多い。ジャンパラ（財神） と毘沙門天、

ガネーシャなどもある。以下に鼠に似たような動物と

ガネーシャについて比較していく。その関係について

は次のように説明される。

アテイーシャの伝承には、白ガネーシャ、三眼四

肩の持つ物は、右に紐と大根。左に鼠（イタチ）

と槍（三叉)。青い鼠に載る姿である。とあり、 ド

ウジチャンの伝承には赤ガネーシャ四肩、持つ物

は右、紐と大根。左は鼠（イタチ） と槍（三叉)、

青い鼠に載る姿である｡39)。
図10久美割]吉多傑『蔵伝仏教神明大全』

青海民族版社､2001年､ (1068)頁。

このように、チベットで信仰されるガネーシャは、唯一の四肩像であることが分かる。そし

て、白コンポを踏みつけたガネーシャとチベットのガネーシャは別のガネーシャであることを

明らかにした。ここでガネーシャが鼠に乗ことを中心に論じていく。図像参照ガネーシヤすな

わちガナパテイは身体の形態からつけらたいくつかの名前をもっている。それはランボーダラ

(lambodara長腹・垂れ下がった腹をもてるもの）ランバカルナ(lambakarna長耳．長い耳を

持てる物)、エーカダンシュラ(ekadanstra-牙・一本の歯牙をもてるもの)、 ドゥヴイデーハ

(Dvideha双身・二体のもの）などがある。また、アーク・ラタ (Akhuratha)騎鼠・鼠に乗

る物） という名称もある。これの名称から、ガネーシャがどのような姿態をした神像であるか

を想像することができる⑩)。

ここから、チベットの白ガネーシャと青ガネーシャの姿はアーク・ラタという名称から伝わ

って来た可能性が高い。そして、 「アーク・ラタ (Akhuratha)騎鼠・鼠に乗る物） という名

称もある｡」内容からヒンドウ教にも鼠に載ったガネーシャがあったことが分かる。財神白コン

ポの効能とも一致し、持つ物、鼠（イタチ）が宝を吐く特徴から考えても、財神を示すもので

はないだろうか。

大島建彦編「大黒信仰」 （民間宗教史叢書29巻)、雄山閣、2007, 147-148頁

前掲注6、 (1068～1071)頁の図像解釈。

前掲注16， 171～172頁。

38）

39）

40）
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3． 白コンポの称賛は以下のように書かれている。

mgonboyidabzhinnorbuthugsljecna

skaumdogkngsri ltrdkraodzerapro

agrobaidbulapongsmaluszhimdzdba

adoddguaidngoskrubstsol lapykatshbstod4')

日本語の訳文は筆者による。

白コンポは如宝意の形で表す

顔色は白くて雪山のようであり

生き物の貧しい事を救済し

欲求を満たすために帰依する。

4． 白コンポに帰依する時の梵語

Snggas:

aomgurumahakalaharinisrbsidnghaidz42)｡

梵語：アムグル・マハーカーラ・ハリヌスウバスーダジャ。

5．チベット黒コンポ一面六臂と白コンポ一面六臂の神格

おわりに

本稿ではチベットのコンポの灌頂を与えた黒コンポー面六臂と白コンポー面六臂を中

心に文献を集め、チベット語の経典「大黒の伝承」magaonbaoeirgayud、 「大黒の灌頂」

magaonbaeikzaugas、 「大黒の修業」magaonbaisagrubasthbs、 「護法尊における大黒」

chosskayogamamgaonbaoなどを調べた。チベットの五つ種類のコンポ中の体の色は黒・白・

赤・黄・緑がある。この色は各コンポの神格を僧に示す働きがある。以上を前提とし、神格の

順位にしたがって、コンポの神格を中心に各寺院の経典資料を使って、 さまざまな図像と対照

し、効用、変容、手の飾りと持ち物について論じたものである。さらに梵語と経典におけるコ

ンポに対する称賛などについてもふれた。

41）注5前掲、395頁。

42）注3前掲、久美谷Ⅱ吉多傑2004年、 591頁。

コンポの系統 効能 持ち物 台座 梵語

黒一面六臂の

コンポ

障害神 金剛、閥饅、数珠、ダマル、

金剛の紐。

ガネーシャ アムディヤッジャ・マハーカーラ

ジャダインペ

Mgonpophyg

drugBr ched
kunsel

Brwchdkm

sel

Gri gug todpa phrengb

Dmrumdungrzaekgsumpa

Thogsbdg aomaduyagdazamahakaratar
krshhauha pgasa (tsnba)

白一面六臂の

コンポ

財神 刀、槍、太鼓、金剛の紐、壺 ○ 両足にガネ

－シャ

アムグル・マハーカーラ・ハリヌ

スウバスーダジャ

Mgondkryid

bshinnorngo

Norbd9 Grugu rzarehgsumNorbu
kpa l buh pa

Tho

kn

9s

yls

bd9 aomgurumahakalaharinisrb

sidnghaidz
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日本側の参考資料は田中公明『チベットの仏たち』 と笹間良彦『大黒天信仰と俗信』を取り

上げ、大黒の経典と図像を調べ、一致しない部分に関して、他の文献と比較した。またチベッ

トー面六臂の種類の体の色について述べた。チベットには高僧を指すコンポは五種類ある。黒

コンポ・白コンポ・黄コンポ・赤コンポ・緑コンポであり、チベット語では「mgonbkadng

pao」と読み、これは最上級の灌頂を受け、「mgonbkagnyisba」は二番目の灌頂を受け、「mgOn

bkaksumpa」は三番目の灌頂を受け、 「mgonbkabzhiba」は四番目の灌頂を受け、 「nlgOn

bkalngba」五番目の灌頂を受けた、またその順番も評定された。この五種類のコンポはチベ

ットの高僧が決めており、その順番も重要であることがわかった。

また、経典資料は各寺院に多くみられる。経典を一つ一つ挙げて比較するのは難しいため、

末尾に経典の印刷所と著者、それに関するチベット語を日本語に訳して示した。各コンポの梵

語と称賛についても述べた。これは神々を称賛する事によって、その加護を得ようとするもの

である。コンポの称賛については「中国蔵黒水城漢文文型所見大黒天信仰」「智尊大黒八道讃と

大黒讃吉祥大黒八足讃十方護法尊讃」などを参考にし、高僧の通りに、規定に従った称賛を一

族が伝承してきたことも明らかになった。

チベット黒コンポとガネーシャの関係と白コンポとガネーシャの関係では、チベットのガネ

ーシャ信仰を中心にヒンドゥー教のガネーシャの種類と名称などを調べた上、チベットのガネ

ーシヤとヒンドウー教のガネーシャが相互に深い関係があったことが明らかになった。 日本の

聖天像とヒンドゥー教の図像交渉も検討し、 日本の大黒天の持つ鼠と、チベットのガネーシャ

が乗せた鼠との関連についても述べた。問題点はチベット語の(sremong) と鼠の関係、 日本

の文献には鼠と書いているがチベットには（イタチ）だった。それについては今後の課題とし

たい。




